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東京都歴史教育研究会 秋季史跡見学会のご案内 

「千住宿周辺をめぐる」江戸四宿を訪ねて 第 1弾 

 

秋晴の候、皆様におかれましては、ますます御盛栄のこととお慶び申し上げます。令和５年度秋季

史跡見学会を企画いたしましたので、ここにご案内いたします。 

今回は、江戸の五街道の日光街道と奥州街道の初宿を兼ねており、また、江戸四宿の一つである千

住宿周辺をめぐります。 

午前は南千住界隈を歩きます。小塚原回向院では、安政の大獄で処刑された橋本左内・吉田松陰の

墓、井伊直弼を襲撃した水戸藩士の墓をはじめとして、杉田玄白と前野良沢が『ターヘル＝アナトミ

ア』を訳した「解体新書」を完成させたことを記念した「観臓記念碑」を見ていきます。続いて上野

戦争にゆかりのある円通寺に立ち寄ったあと、日本初の官営毛織物工場の千住製絨所跡を訪れます。

その後、荒川ふるさと文化館にて学芸員の解説を受けます。午前の最後は千住大橋を渡り、松尾芭蕉

の「奥の細道」矢立ての碑に訪れ、芭蕉の足跡について深く学んでいきます。 

午後は北千住界隈を訪れます。千住のヤッチャバ通りをはじめ、千住宿貫目改所跡や千住本陣など

千住宿の中心地を訪れ、さまざまな資料と史跡から当時の賑わいを読み解いていきます。また、内田

銀蔵生家で川魚問屋である鮒与、「自然真営道」発見の地、河合栄治郎生家跡、勝専寺、森鷗外旧居

跡などもめぐっていきます。 

今回は、もと本研究会会長・見学委員長で、地元在住の東洋大学附属牛久中学校・高等学校長の金

澤利明氏が講師を務めます。ふだん見ることができない史跡を特別に見学できるだけでなく、主体的・

対話的で深い学びの授業実践にも大変役立つ解説をいたしますので、お忙しい時期かと存じますが、

皆様の参加を心よりお待ち申し上げております。 

 

 

記 

 

１ 期 日   令和５年１１月１２日（日） ※雨天決行 

 

２ 見学地   東京都荒川区・足立区 

 

３ 集 合   午前 ８時３０分  南千住駅ロータリー 松尾芭蕉像周辺 

              （JR 常磐線・つくばエクスプレス・東京メトロ日比谷線南千住駅北口） 

解 散    午後 ４時３０分頃 北千住駅  

 



 

４ 行 程    

 

〈午前〉 南千住駅 → 延命寺 → 小塚原回向院、→ 円通寺 → 千住製絨所跡 

     → 荒川ふるさと文化館 → 素盞雄神社 → 千住大橋 

     → 千住大橋駅周辺で自由昼食 

 

〈午後〉 千住緑町 → 千葉さな治療院跡 → 千住河原稲荷神社 → 松尾芭蕉像 

千住のヤッチャバ → 源長寺 → 千住宿貫目改所跡 → 鮒与（川魚問屋） 

「自然真営道」発見の地 → 河合栄治郎生家跡 → 勝専寺（赤門寺） 

→ 森鷗外旧居跡 → 金蔵寺 → 千住本陣跡 

     → 横山家住宅・絵馬屋吉田屋 → 名倉医院長屋門 → 清亮寺 → 北千住駅 

 

５ 講  師   金澤 利明 氏（東洋大学附属牛久中学校・高等学校長）  

 

６ 参 加 費  １０００円（見学料、資料代、その他雑費） ※当日お持ちください。 

 

７ 申込締切  令和５年１１月２日（木）  

 

  以下のハイパーリンクまたはＱＲコードより、お申し込みください。 

    https://forms.office.com/r/E8V1VvirMY 

 

※ハイパーリンクや QR コードの利用が難しい場合は、

以下の必要事項をご記入のうえ、下記の問い合わせ先

まで Email もしくは郵送でお申し込みください。 

 

  【必要事項】所属・氏名・住所・電話番号など 

 

 

 

 

 

 

８ 問い合わせ先   東京都立国立高等学校 太田尾 智之 

             住所  〒１８６－０００２ 東京都国立市東４－２５－１ 

電話  ０４２－５７５－０１２６ 

Ｅmail Tomoyuki_Ootao@education.metro.tokyo.jp 




